
多様なアイディアが生まれる会議に！

課　題

目　標

海・川・湖沼など多くの水辺でごみが問題となってい
る。海ごみを減らすためにも、川を通じて流出する町
のごみを減らすことが重要であるが、その認識は低
い。

環境学習要素のあるごみ拾いプログラムを構築し広
げることで、水辺のごみへの関心を高める。さらに生
活の中から排出されるごみの削減を図る。

水辺のごみ削減学習プログラムの
構築と実践
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クリーン活動参加 121人
16人
90％
30％

研修会参加

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

2年目は、小学校だけでなく、異なる年代で構成された団体でもプログラムを実施
し、地域や団体の特性に合わせて応用が利くプログラムとして充実させ、多くのク
リーン活動で実施できるようにする。

小学校（5年生、6年生）の環境学習として、「事前学習、
指導者研修→実践活動（クリーン活動）→事後学習→
発表」のプログラムを実施した。実施にあたっては、
地元の団体および自治体に協力をいただいた。
実施した一連のプログラム内容は「水辺のごみ削減
プログラム」として、また当日の様子なども含めホー
ムページに公開し、多くの方に知っていただけるよ
うにした。
実践活動の際には、活動直後に振り返りを行い、話し
合った内容をその場でも発表したことで、ごみ削減
の意識をより高めることができた。

今後の
展望

諏訪湖での実践活動（クリーン活動）

小学校での事前j学習のようす

■苦労した点
クリーン活動への参加を促すこと。ま
た、活動に参加できなかった児童に
も、ごみの状況を感じとってもらうこ
と。

■工夫した点
小学校での学習の際には、事前に宿題
を配布し、家族と一緒に考えるように
して、家族の関心も高めた。

任意団体　全国川ごみネットワーク

実　践

LOVE BLUE助成

年目1


